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　学問の神様といわれる菅原道真公を祀る鶴岡天満宮のお祭りで、道真公が九州太宰府に配流された時、
道真公を慕う人々が時の権力をはばかり、姿を変え顔を隠して密かに酒を酌み交わし、別れを惜しんだと
いう言い伝えがあります。
　老若男女に関係なく、派手な花模様の長襦袢に帯を締め、手ぬぐいと編み笠で顔を隠し、手に杯と徳利
を持ち、無言で酒を振舞います。
　通称「化けものまつり」として呼ばれ、例年５月２５日に開催されます。当日は、子供や大人など様々な
化けものが、鶴岡市中心部を歩きまわります。化けもの姿で３年間誰にも知られずにお参りができると、
念願がかなうといわれています。　　　　　　　　　　（『山形県観光情報ポータル やまがたへの旅』より）

鶴岡天神祭
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　平成２６年度の不法投棄防止対策専門部会が開催されました。

　県循環型社会推進課から石垣廃棄物対策主幹、会田課長補佐、三谷主査、各総合支庁環境課の

ご担当者様にご出席を賜り、次の内容について、部会員と意見・情報の交換を行いました。

　【協議内容】

　　・平成２６年度の県内における不法投棄の現状について

　　・平成２６年度の各総合支庁における不法投棄の現状と活動状況について

　　・平成２７年度県の不法投棄防止対策について

　【意見交換】

　　・排出事業者に対する研修会等の開催について

不法投棄防止専門部会資料

山形県環境エネルギー部循環型社会推進課

平成２６年度の県内における不法投棄の現状及び活動状況等について

１　不法投棄の現状

　敢　箇所数の推移

（年度末、１箇所３０㎡以上の箇所）
H２６．１１H２５H２４H２３H２２H２１H２０H１９H１８H１７区　　　分

２２１５２７４０３５３５２９３６４８４８新 規 発 見 箇 所 数

２３１６２９４８３４４２３３３７４５４４原状回復終了箇所数

１９２０２１２３３１３０３７４１４２３９原状回復未済箇所数

不法投棄防止専門部会の開催について

で き ご と
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　柑　現　　状

　　①　原状回復未済箇所

　平成１４年度以前は、１５０箇所前後で推移していたが、平成１５・１６年度に実施した緊急地域

雇用創出特別基金事業による原状回復により大幅に減少した。

　それ以降、３０～４０前後で推移し、平成２３年度から２０箇所台に減少し平成２６年１１月末では

１９箇所となっている。

　　②　新規発見箇所

　平成２１年度から２３年度にかけてパトロール員を増員（Ｈ２１～２３）し、監視活動を強化し

たことで、一時的に増加したが、全体的には平成１５年度以降、減少傾向となっている。

　平成２６年度（１１月末現在）は、２２箇所が発見されている。

　　③　不法投棄物の種類

　家庭系一般廃棄物（廃家電、空き缶、空き瓶、粗大ごみ等）が大半を占めるが、農業関

連廃棄物（農機具等）や建設系廃棄物（がれき等）も見られる。

２　防止対策等実施状況

　敢　不法投棄防止対策協議会

　柑　不法投棄及び海岸漂着ごみ削減強化月間（５月・１０月）の設定

　平成１１年度から、毎年５月・１０月を不法投棄パトロール強化月間と設定し、県や関係機関

並びに県民をあげて不法投棄の早期発見、未然防止のための啓発活動等を集中的に実施して

いる。

　さらに、平成２３年度からは、平成２３年３月に策定した海岸漂着物処理法に基づく山形県の

地域計画を推進していくために、同強化月間を海岸漂着ごみの削減強化月間とも位置づけ、

「不法投棄及び海岸漂着ごみ削減強化月間」と改め、不法投棄防止活動と共に海岸漂着ごみ

の削減活動等を実施している。

平成４年度から各地域に設置。　　事務局：各総合支庁環境課組織

県，市町村，（一社）山形県産業廃棄物協会，（一社）山形県建設業協会、警察等構成

茨　パトロール

　５，１０月の不法投棄及び海岸漂着ごみ削減強化月間を中心に、県内全域のパトロール、
投棄者の調査、原状回復の支援等を実施。

芋　原状回復等

　①H２２年度　１５箇所、４２５名参加、１９０．９t回収。３１４箇所に看板設置。
　②H２３年度　２０箇所、４９７名参加、５９．３５t回収。２３３箇所に看板設置。
　③H２４年度　１２箇所、２９９名参加、６５t回収。１６１箇所に看板設置。
　④H２５年度　１６箇所、２８８名参加、２３．９５t回収。１１９箇所に看板設置。

事業
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　桓　スカイパトロール（平成１０年度～）

　県防災ヘリ、県警ヘリ、海保ヘリを活用し上空からのパトロールを実施。

　棺　南東北三県広域連携事業

　　①　合同県境パトロール（平成１５年度から、１０～１１月に実施）

　　　主な事業内容：隣接県が、合同会議、現地パトロールなどを実施。　　　　　　　

　　　◇組み合わせ

　　　　ア　山形・宮城県境北部

村山総合支庁、最上総合支庁、尾花沢市、最上町、大崎保健所、大崎市、加美町、色

麻町

　　　　イ　山形・宮城県境南部

村山総合支庁、置賜総合支庁、山形市、上山市、東根市、高畠町、仙南保健所、仙台

市、川崎町、蔵王町、七ヶ宿町

　　　　ウ　山形・福島県境

置賜総合支庁、米沢市、高畠町、飯豊町、会津地方振興局、県北地方振興局、福島市、

喜多方市、猪苗代町、北塩原町

※合同パトロールは行わず、上記日程で合同会議を実施し、各自治体が実施した現地

パトロールの状況を報告した。

結　果地　区時期

H２３年度

なし庄内－防災ヘリ春季（６／１）

なし
置賜－防災ヘリ
最上－県警ヘリ　

秋季（１０／１２）

H２４年度

なし庄内－県警ヘリ春季（６／５）

村山市１箇所（不適正保管・行
為者に指導）

村山－防災ヘリ秋季（１０／２）

H２５年度

なし
最上－防災ヘリ
置賜－県警ヘリ

春季（６／６）
　　（６／７）

なし村山－県警ヘリ秋季（１０／８）

Ｈ２６年度

庄内：指導１箇所（保管上限超
過）

置賜―防災ヘリ
庄内－海保ヘリ
最上－県警ヘリ

春季（６／３）

なし庄内－防災ヘリ秋季（１０／７）

＊当該事業は、平成１０～１３年度は県単独、平成１４年度から、東北６県、北海道、新潟県連携事業として実施。
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　　②　一斉車両検問（平成１８年度から、１０～１１月に実施）

　産業廃棄物収集運搬車両の一斉検問を山形県、宮城県、福島県、仙台市、郡山市、いわ

き市（南東北三県、３政令市）で一斉に実施。

　款　監視カメラの設置

　　＜Ｈ２６年度設置箇所及び状況＞

　　　①　山形県所有カメラ～監視カメラ１８台

　　　②　設置箇所等

　　　　・村山管内（監視カメラ５台）

　　　　　　ア寒河江市木の沢、イ天童市大町、ウ天童市鎌田、エ山形市成沢西　　　　

　　　　・最上管内（監視カメラ３台）

　　　　　　ア鮭川村泉川地内、イ舟形町松原地内、ウ金山町下野明地内

　　　　・置賜管内（監視カメラ５台）

　　　　　　ア南陽市川樋、イ南陽市竹原、ウ川西町上小松、エ長井市日の出町、オ白鷹町滝野

　　　　　　カ高畠町時沢、キ南陽市椚塚、ク長井市伊佐沢、ケ飯豊町手ノ子、コ長井市五十川

　　　　　　サ小国町綱木箱口、シ米沢市万世刈安、ス飯豊町添川

　　　　・庄内管内（監視カメラ５台）

　　　　　　ア酒田市大沼新田地内、イ鶴岡市小岩川地区

　　　③　監視カメラの効果等

　　　　・設置したカメラ周辺の不法投棄がほとんどなくなる等、その抑止効果は高い。

　歓　不法投棄１１０番電話の設置

　各総合支庁環境課及び循環型社会推進課に設置して、広く県民からの情報収集に努める。

　汗　不法投棄防止協力協定の締結　通報：９協定　啓発：６協定

　　＜目的＞

　　　・監視･･行政の監視の届かない部分について、民間団体から通報してもらう。

　　　・啓発･･より広く不法投棄防止の啓発を行う。

違反等場　所時期

Ｈ２３年度
なし国道１３号線（南陽市椚塚地内）１１／１２

Ｈ２４年度
なし国道４７号線（舟形町長沢地内）　１０／３０

Ｈ２５年度
なし国道４８号線（東根市関山地内）１０／３０

H２６年度
指導あり（許可証の写し不所持１件）国道１３号線（米沢市刈安地内）１１／６

最上総合支庁環境課　０２３３－２９－１２８６村山総合支庁環境課　０２３－６２１－８４２７
庄内総合支庁環境課　０２３５－６６－４９１４置賜総合支庁環境課　０２３８－２６－６０３４

循環型社会推進課　０２３－６３０－３０２１
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　　＜役割分担＞

　　　○ 県 ：監視･･ステッカー、マニュアルの作成及び団体への説明会の実施等

　　　　　　　啓発･･ポスター、チラシ等啓発資料の提供

　　　○団体：不法投棄情報の提供、車輌へのステッカー貼付による啓発等

　　　　　　　（店舗）ポスター、チラシ等啓発資料の店舗掲示、利用者への配布

　漢　廃棄物適正処理監視員の活動（Ｈ９～）

　不法投棄、野焼き等の不適正処理に対する監視・指導を行うために平成９年度から各支庁

に配置（現在５名）。不法投棄監視の他に、最終処分場、焼却施設等の監視、立入検査を行っ

ている。

　　○Ｈ２５年度活動実績（延べ数）

　澗　行政処分の強化

　悪質な廃棄物処理法違反事案に対しては刑事告発により厳しく対処するとともに、厳正か

つ迅速な行政処分を実施する。

　締結団体　　　※　包括協定締結日年　度

山形県ハイヤー協会
（会員数７９社　車両数１４１０台）

通
　
　
　
報

１０月３日
（H２３．３．３１更新）１７年度

山形県森林組合連合会（１５組合）９月２９日
（H２４．４．１更新）

１８年度
花日本自動車連盟山形支部（３事務所）

東北電力㈱山形支店（１１営業所等）１１月１日
（H２４．４．１更新）

㈱ＮＴＴフィシリテーズ東北山形支店
２月５日

（H２５．２．５更新）２１年度

佐川急便㈱南東北支店

９月３日２６年度
日本郵便㈱山形南郵便局

赤帽山形県軽自動車運送協同組合

ヤマト運輸㈱山形主管支店

㈱セブンイレブン・ジャパン（１３１店舗）※

啓
　
　
発

１０月８日２０年度
㈱ヨークベニマル（１３店舗）※
㈱サークルＫサンクス　（５０店舗）※２月１７日２１年度
イオン㈱（５０店舗）※１０月５日

２２年度
㈱ローソン（５９店舗）※１１月８日
ファミリーマート（８５店舗）※２月１７日２３年度

指導件数巡視箇所件数出動日数

処理業者排出事業者野焼き不法投棄
２，８８２１，００６

１９８２１３５１２５７

○収集運搬業等の許可取消　　２社２件
○改善命令及び使用停止命令　１社１件
○使用停止命令　　　　　　　１社１件

２３年度
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　潅　山形県産業廃棄物不適正処理防止対策等連絡協議会

　不適正処理、不法投棄等を防止するための意見交換や情報交換を実施。

○改善命令　　１社１件
○不許可処分　１件
○事業停止　　１社１件

２４年度

○収集運搬業の許可取消　　　　　３社３件
○産業廃棄物処理施設の許可取消　１社１件
○不許可処分　　　　　　　　　　３社３件

２５年度

○収集運搬業の許可取消　４社４件
○不許可処分　　　　　　２社２件２６年度

酒田海上保安部、山形県環境エネルギー部循環型社会推進課、警察本部生活環境
課（事務局）、（一社）山形県産業廃棄物協会

構　成

平成２６年７月２９日開　催
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【開催概要】

　１　日　時　　平成２７年２月５日（木）　１３：３０～１６：３０

　２　場　所　　ヒルズサンピア山形　２Ｆ　蔵王

　３　参加者　　８６名

　　　　　　　　【内訳】

　　　　　　　　　大学・研究機関等　　　９名　　排出事業者等　　１２名

　　　　　　　　　行政機関・支援機関等　２１名　　産廃処理業者等　４４名

　４　概　要　

　排出事業者・処理業者・大学等研究機関・行政等の発表及び交流を目的として開催した。

　５　研究事例等の紹介　

　　茨　県におけるリサイクル等の取組み事例の紹介

　　　　「排熱利用について」

　　　　　　県村山総合支庁保健福祉環境部環境課　課長補佐　松林　　茂　氏

　　芋　大学における研究事例の紹介

　　　①「低温熱エネルギーを用いた発電技術開発」

　　　　　　山形大学大学院理工学研究科　准教授　松田　圭悟　氏

　　　②「落花生渋皮廃棄物等に含まれる抗糖化物質を活用した機能性

　　　　　食品開発の有効利用に関する研究開発」

　　　　　　山形大学地域教育文化学部　准教授　小酒井　貴晴　氏

　　　③　学生による発表

　　　　　～　交流タイム　（ポスター発表）～

　　鰯　産学連携による研究事例の紹介

　　　　「PCB無害化処理システム開発の取り組み紹介」

　　　　　カヤバ工業株式会社　技術本部　事業開発推進部　部長　中里　雅一　氏

　　允　その他

　　　　「県の支援制度紹介」

　　　　　県環境エネルギー部循環型社会推進課　環境産業振興主査　石井　貴子　氏

　　印　ポスター発表及び展示

　　　①　山形大学大学院理工学研究科　（※〇は発表者）

　　　　・「低温熱源利用バイナリー・ヒートポンプ複合サイクル発電システムの開発」

　　　　　　堂守　佑希　氏、山木　雄大　氏、〇松田　圭悟　氏

　　　　・「高耐熱性・機械的強度を有する新規樹脂の活用方法に関する研究」

　　　　　〇清野　侑太　氏、大久保　健司　氏、菅野　太一　氏、多賀谷　英幸　氏

環境・循環型産業交流プラザの開催について



９産 廃

　　　　・「耐熱性プラスチックの可溶化」

　　　　　〇佐久間　望　氏、菅野　太一　氏、多賀谷　英幸　氏

　　　②　山形大学地域教育文化学部・㈱でん六　（※〇は発表者）

　　　　・「Ⅱ型糖尿病モデルマウスの最終糖化産物生成に及ぼす落花生種皮由来成分給与の影響」

　　　　　　高橋　菜々　氏、原島　伽奈　氏、鈴木　則夫　氏、〇小酒井　貴晴　氏

　　　③　㈱クリーンパワー山形

　　　　　「山形県内初の産業廃棄物焼却発電施設」

　　　　　　髙橋　朋秀　氏

　　　④　㈱多勢丸中製作所

　　　　　充電式蓄電池「ためまるくん」（製品展示）

　　　　　　多勢　経一郎　氏

　　　⑤　くだものうつわ

　　　　　木製食器「くだものうつわ」（製品展示）

　　　　　　鈴木　正芳　氏

　　　⑥　山形県環境エネルギー部循環型社会推進課

　　　　　「山形県リサイクル認定製品」（パネル展示）

　　　　　「山形県リサイクルシステム認証制度」（パネル展示）

県村山総合支庁保健福祉環境部環境課
課長補佐　松林　　茂 氏

カヤバ工業株式会社　技術本部
事業開発推進部　部長　中里　雅一 氏

山形大学大学院理工学研究科
准教授　松田　圭悟 氏

県環境エネルギー部循環型社会推進課
課長補佐　髙橋耕太郎 氏

山形大学地域教育文化学部
准教授　小酒井貴晴 氏

県環境エネルギー部循環型社会推進課
環境産業振興主査　石井　貴子 氏

県環境エネルギー部循環型社会推進課
主事　齋藤　進 氏



１０ 産 廃

会場の様子

交流タイムの様子

山形大学大学院理工学研究科の展示 山形大学地域教育文化学部・㈱でん六の展示

㈱クリーンパワー山形の展示 ㈱多勢丸中製作所の展示

くだものうつわの展示 山形県環境エネルギー部循環型社会推進課の展示



１１産 廃

山形県環境エネルギー部循環型社会推進課長　秋　場　淳一郎　

　貴協会及び会員の皆様には、日頃から廃棄物の不法投棄の未然防止やごみゼロやまがたの推進

をはじめ、本県における循環型社会システムの形成に向けて格別の御理解、御協力をいただき、

深く感謝申し上げます。

　東日本大震災から４年余りが経過し、被災地においては復興が進められているところですが、

貴協会及び会員の皆様が被災地の復旧・復興に多大な貢献をされましたことに対し、あらためて

敬意を表します。

　さて、新年度にあたり、循環型社会推進課の主な事業を紹介させていただきます。

　ごみの減量化、リサイクル対策といたしまして、引続き「第２次山形県循環型社会形成推進計

画」に基づき、「全国一ごみの少ない県を目指して」と「３Ｒ推進のための循環型産業の振興」を

目指して、産業廃棄物税を活用しながら、各種施策を総合的に推進してまいります。特に、今年

度は本計画策定後５年が経過することから、社会経済等の変化や、計画達成状況の検証結果など

を踏まえ、計画の中間見直しも行ってまいります。

　循環型産業の振興につきましては、３Ｒ研究開発や小型家電を含むリサイクル設備整備に係る

支援を行うなど、昨年度に引き続き、ソフト・ハードの支援を行ってまいります。

　また、これまで貴協会と連携しながら開催しております「やまがた環境展」につきましては、

引続き参加・体験型のイベントを通して、県民の環境保全意識の向上やライフスタイルを見直す

きっかけとなる機会を提供してまいりたいと考えております。

　一方、廃棄物対策といたしまして、産業廃棄物の適正処理の推進や不法投棄防止対策をより一

層進めてまいります。

　海岸漂着物対策につきましては、国の「地域環境保全対策費補助金（海岸漂着物等地域対策推

進事業）」を活用し、「山形県海岸漂着物対策推進地域計画（平成２３年３月９日）」に定める「裸足

で歩ける庄内海岸」を目標として、海岸管理者や市町村、ＮＰＯ、地域住民等と連携しながら、

海岸漂着物の回収処理のほか、県全域における発生抑制対策や普及啓発を推進してまいります。

　「第２次山形県循環型社会形成推進計画」を着実に実行し、低炭素・循環型社会を構築するため

には、貴協会及び会員の皆様の御協力が不可欠でありますので、引続き、御協力を賜りますよう

よろしくお願いいたします。

　結びに、貴協会並びに会員の皆様の益々の御発展と御活躍を祈念申し上げ、挨拶といたします。

行 政 だ よ り

新　年　度　挨　拶



１２ 産 廃



１３産 廃



１４ 産 廃



１５産 廃



１６ 産 廃

総 合 支 庁 だ よ り

　村山総合支庁環境課では、今年度、以下の事業を計画しております。

１　廃棄物熱利用システムによる農作物栽培実証実験業務委託について
　村山地域の廃棄物熱エネルギーの有効利用を推進するため、平成２５年度から実施している「産
業廃棄物熱利用システムによる農作物栽培実証実験業務委託」が３年目を迎えます。
　冬季のスティックブロッコリー栽培では、化石燃料の削減によるCO２や燃料費の削減効果を

確認しております。

　昨年度からは通年での作物栽培のため、焼却炉の冷却水の気化熱を利用した簡易な冷房設備

（パッド＆ファンシステム）を新たに導入し、トマト栽培に挑戦しています。

　昨年は、冷房設備の導入が８月にずれ込み、十分な運転時間を確保できなかったため、今年
度は早めに準備し、実験データを確保していきたいと考えています。

　本委託事業は今年度で終了する予定ですが、３年間の実験結果を取りまとめ、地域の関係者
に情報提供を行い、地域への普及を図っていきます。

　施設の見学を随時受け付けておりますので、環境課廃棄物対策担当までお気軽にお声かけく

ださい

　　【事業概要】

　　　・業務委託先　　　社会福祉法人愛泉会

　　　・事業実施場所　　山形市西部工業団地内　山形陸運株式会社所有地

　　　・熱　　　源　　　株式会社キヨスミ産研廃棄物焼却炉

　　　・施設の概要　　　農業ハウス１棟（１１７㎡）
　また、廃棄物熱利用の先進事例等を紹介する勉強会を今年度も開催いたしますので、皆様の

御参加をお待ちしております。

２　啓発支援事業について
　次世代を担う小学生に、川ごみや産業廃棄物の適正処理を題材に「海ゴミ」への関心を持っ

ていただくため、平成２５年度から「川ごみ等に関する学習会」を開催しております。
　これまで、北村山地区、西村山地区で開催してきましたが、今年度は、東南村山地区での開

催を予定しております。本事業につきまして、村山地区地球温暖化対策協議会、貴協会村山支

部と連携して実施していきますので、御支援をお願いいたします。

　　【事業概要】

　　　・開催予定日　平成２７年８月上旬
　　　・開 催 場 所　東南村山管内の河川及び産業廃棄物処理施設

　　　・対　象　者　東南村山管内の小学校児童

村山総合支庁環境課の平成27年度廃棄物関連事業について村山村山総合支庁
環境課

（ハウス内での収獲作業の様子） 　(川ごみ等の学習会の様子)



１７産 廃

－住宅の新築・改築をお考えの方はぜひご検討ください－

　設置費用の例としては、平成２６年度に山形県の

補助金を申請された方々の平均工事費は、１kW当

たり約４８万円となっています。

　なお、４人家族が使用する電気をまかなうには、

４kW程度のシステムが必要といわれています。

住宅への設備例（可変勾配型・３．１kW・新庄市内）

どのくらい発電するの？

　比較的条件がよい場合、４kWあたり年間４，０００kWhが平均的な発電量といわれています。

　最上地域では集計しているデータを見ると、４kWあたり年平均約３，２００kWh程度は発電されて

いるようです。平均の８割程度は発電しているといえますが、気象条件や太陽光モジュールの設

置条件により幅があります。

≪最上地域の住宅等に設置されている太陽光発電実績の例≫

設置の際は補助金が受けられます。　

◇山形県では、１０kW未満の太陽光発電システムを設置される場合、補助金を交付します。事業

所も対象となります。

　詳しくは、特定非営利活動法人ビルトグリーンジャパンのホームページをご確認ください。

◇最上管内市町村では、上記の県の補助金の他に独自の補助制度があります。要件等が異なりま

すので、詳細はそれぞれの市町村にお問合せください。

最上で太陽光発電設備を設置しませんか最上総合支庁
環境課

問合せ先１kW当たりの補助金単価

特定非営利活動法人ビルトグリーンジャパン
０２３－６７３－９５０１

１kWあたり２．５万円
ただし、上限２０万円

太陽光発電に関すること、補助金申請に関することなど、お気軽にご相談ください。
問合せ先：最上総合支庁　環境課　環境企画担当

住所：山形県新庄市金沢字大道上２０３４（Tel．０２３３－２９－１２８５）

平成２３年１月～平成２６年６月までの平均値　（kWh）設置状況発電容量
（kW）所在地域 計１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

２，６６６６８１１５２００２５３３２４２７７３３７３１５２９６２２６１５８９７総発電量可変勾配
３．１４可変勾配新庄市内

住宅① ３，３９６８７１４７２５４３２２４１３３５３４３０４０１３７７２８８２０１１２３４kW当り
発電量

南
３０～６０度

２，１３８７３１０６１８６２１９２３７１７９２１３２１３２１３２２８１６４１０６総発電量壁面設置
２．９０壁面設置新庄市内

住宅② ２，９５０１０１１４７２５７３０２３２７２４７２９４２９４２９４３１５２２６１４６４kW当り
発電量

南
８０度

８，１６４１４５４４９７０９８８８９９１９７５１，０９５１，０６７１，０２９４９７２３０９１総発電量屋根設置
１０．０１屋根設置金山町内

事業所③ ３，２６２５８１７９２８３３５５３９６３９０４３７４２６４１１１９９９２３６４kW当り
発電量

南
３１度



１８ 産 廃

　昨年度、山形県ではディスティネーションキャンペーンが開催され、国内外から多くのお客様

に御来県いただきました。今年度は、ポストディスティネーションキャンペーンとして、「山形日

和。」観光キャンペーンが開催されるところです。このような中、依然としてなくならない廃棄物

の不法投棄は、美しい山形の自然、景観を破壊し、山形県や県民のイメージを大きく損ねること

になり、このキャンペーンに水を差すことになります。

　さて、置賜管内では、昨年度、投棄者による回収を含め、１１箇所の原状回復作業を実施し、約

９０ｔの廃棄物を回収しました。これにより、置賜管内における不法投棄箇所数（投棄面積３０ｍ２以

上）は２箇所になりました。この回収作業には、地区住民８０名以上の参加があり、また、関係市

町担当者の協力、一般社団法人山形県産業廃棄物協会の会員の回収支援により行うことができま

した。この場を借りて感謝申し上げます。

　今年度の「不法投棄及び海岸漂着ごみ削減強化月間（５月、１０月）」においては、管内８市町で

巡回パトロールを実施します。発見された不法投棄については、地区住民や関係団体の協力を受

け、原状回復作業を実施します。さらに、不法投棄常習地点に監視カメラや啓発用看板等を設置

し、不法投棄の未然防止を図ってまいります。

　また、秋の強化月間におきましては、上記のほか、街頭キャンペーンや廃棄物適正処理・３Ｒ

の普及啓発ポスターの展示等の啓発活動を予定しています。さらには、隣接する福島県、宮城県

との県境付近のパトロールを実施し、不法投棄の監視を行ってまいります。

　今年度も管内市町及び関係団体等と連携し、不法投棄防止に努めてまいりますので、今後とも

御支援くださるようお願いします。

置賜管内の不法投棄対策の取り組みについて置賜総合支庁
環境課

街頭キャンペーン

原状回復作業

啓発用看板



１９産 廃

　庄内総合支庁環境課では昨年度に引き続き、所管する環境関連法の的確な執行を図りながら、

「循環と共生」を基本理念とした「美しい庄内づくり」を推進してまいります。

　その中でも、廃棄物分野におきましては、環境への負荷の少ない循環型社会の構築を図るため、

リサイクルポート酒田港やバイオマス資源などを活かした環境産業の育成をはじめ、廃棄物の３

Ｒ（発生抑制、再利用、再資源化）及び適正処理を推進します。その一環として夏休みに小学生

と保護者を対象として「環境体験学習会」を開催する予定です。また、庄内地域で課題とされる

廃棄物のリサイクルに向けた検証事業を進めてまいります。

　海岸漂着物対策におきましては、５月３０日（土）開催予定の第１５回飛島クリーンアップ作戦の

ほか、ショッピングセンターでの展示及び解説、漂着物問題を題材としたホームページ運営

（http://yamagatapf.info/）等を実施することにより、海岸漂着物問題の普及啓発を行います。

合せて、酒田海洋センターにおいて自治会、学校、企業等各種団体への研修も実施することとし

ています。　山形県の美しい環境を保全するため、海岸漂着物問題を取り上げてみませんか？お問

い合わせは当課海岸漂着物対策担当までお願いします。

　各事業の成果につきましては、本紙面などをお借りしながら御報告させていただきますので、

御注目いただきたいと思います。

庄内総合支庁環境課の平成27年度廃棄物関連事業について庄内庄内総合支庁
環境課



２０ 産 廃

支 部 だ よ り

村    山    支    部村    山    支    部村    山    支    部

平成２７年２月５日（木）１３：３０～１６：３０日　　時

ヒルズサンピア山形　２Ｆ　　蔵王会　　場

８６名（支部会員２３名）参加人数

（一社）山形県産業廃棄物協会の主催する「環境・循環型産業交流プラザ」を村山

支部が後援して支部研修とした。

［概要］

　大学研究機関・企業等における研究事例の紹介及び情報交換等交流を目的とし

て開催した。

［研究事例等の紹介］

　　１　県におけるリサイクル等の取組み事例の紹介
　　　　「排熱利用について」

　　　　　　県村山総合支庁環境課　課長補佐　松林　　茂　氏

　　２　大学における研究事例の紹介
　　　茨「低温熱エネルギーを用いた発電技術開発」

　　　　　　山形大学大学院理工学研究科　准教授　松田　圭吾　氏

　　　芋「落花生渋皮廃棄物等に含まれる抗糖化物質を活用した機能性食品

　　　　　開発の有効利用に関する研究開発」

　　　　　　山形大学地域教育文化学部　准教授　小酒井貴晴　氏

　　　鰯　学生による発表

　　　　　　　～　交流タイム　（ポスター発表）～

　　３　産学連携による研究事例の紹介
　　　　「PCB無害化処理システム開発の取り組み紹介」

　　　　　　カヤバ工業株式会社

　　　　　　技術本部　事業開発推進部　部長　中里　雅一　氏

　　４　その他
　　　　「県の支援制度紹介」

　　　　　　県環境エネルギー部循環型社会推進課

　　　　　　環境産業振興主査　石井　貴子　氏

　現在私たちが関わっている産業廃棄物の分野では、廃熱利用のハウス内加湿栽

培、熱水（温水熱源）を利用した発電など大変興味深い発表がありました。今後

廃棄物の焼却炉の廃熱を利用した発電、ハウス内加湿栽培、下水汚泥を利用した

燃料化が進んでいくことにより私たちの未来は明るいはずです。そのためには

不法投棄防止に県民ひとりひとりが務め再利用する知恵を考えていきたいもの

です。

コメント



２１産 廃

最    上    支    部最    上    支    部最    上    支    部

平成２６年４月～平成２７年３月日　　時

平成２６年度の事業計画：適正処理推進事業の実施

　※平成２５年度に作成した看板（商品名：サインポスト）の設置状況
　　新庄市環境課　戸沢村住民税務課

内　　容

※平成２５年度に作成した看板（商品名：サインポスト）を冬期に配布のため、雪
解けを待ち平成２６年に使用して頂きました。
　この度は、新庄市環境課・戸沢村住民税務課の担当者の方に状況を伺いました。

◎新庄市環境課：山形森林管理署最上支署新庄森林事務所で、「美しい森林づく
り」「山形ＤＣ」活動を実施しているのですが、新庄市金沢杢蔵山国有林に毎

年家庭ゴミが不法に投棄されることから、新庄市環境課に不法投棄防止の相談

があり、この度最上支部で作成した看板の貸出を行なったとの事です。

設置：１不法投棄抑止立て看板（サインポスト）　２監視カメラ　３ソーラー
スポットライト

◎戸沢村住民税務課
貴団体より遺贈された、のぼり旗やサインポストを、空き缶等の不法投棄が絶

えない国道４７号古口地内に設置したところ、写真のように改善がみられました。
感謝申し上げるとともに、今後とも協力を賜りまして不法投棄防止に努めてま

いりたいと思いますので、よろしくお願いします。（担当：西嶋）

※このように多様なかたちで使用して頂き、それに伴い産業廃棄物協会最上支部

も周知頂き最上支部より不法投棄の箇所が一つでも無くなることを願います。

コメント



２２ 産 廃

置    賜    支    部置    賜    支    部置    賜    支    部

平成２６年度　第２回置賜支部研修会及び新年会事 業 名

平成２７年２月３日（火）　１５：００～１６：３０日　　時

赤湯温泉　御殿守場　　所

２４名参加人数

廃棄物の適正処理について

　　置賜総合支庁保健福祉環境部環境課　課長補佐　高橋　佳志　氏
内　　容

廃棄物法の重要性を再度確認することができました。

コメント



２３産 廃

庄    内    支    部庄    内    支    部庄    内    支    部

産廃処理業者・産廃排出事業者・不動産業者　合同研修会事 業 名

平成２７年２月３日（火）　１３：３０～１５：３０日　　時

ホテルリッチ＆ガーデン酒田場　　所

７２名（うち当支部会員４４名）参加人数

講演１「各種リサイクル法の概要と庄内地域における取組について」
　講師：庄内総合支庁保健福祉環境部環境課

　　　　廃棄物対策担当　技師　正路　直己　氏

講演２「最近の廃棄物に関する話題について」
　講師：庄内総合支庁保健福祉環境部環境課

　　　　廃棄物対策担当　主査　横山　英史　氏

内　　容

　庄内総合支庁環境課より講師として２名より、講演をして頂きました。内容と
しては、家電リサイクル法施行後の山形県内の実状、今後の展望、廃棄物の定義

などのおさらいから始まり、マニフェスト記入事項に関する注意事項や再確認、

産業廃棄物を処分する際の排出業者、処分業者の法例遵守の重要性といった内容

でした。パトロールや立入検査時に実際に指摘された違反事例をもとにポイン

トを押さえながら丁寧にご説明いただきました。

　特に廃棄物処理法の違反者に対する罰則が年々厳罰化しており、単なる認識不

足では済まされない現状であることから参加者は、改めて廃棄物の適正処理につ

いて、更に意識を高める事の必要性を実感できたと思います。

コメント



２４ 産 廃

新規入部会員の紹介

青 年 部 会 だ よ り

（敬称略）　

株式会社　酒田港リサイクル産業センター（酒田市）阿　彦　智　彦

株式会社　環境管理センター（鶴岡市）小　林　秀　樹

青年部会へご入会下さい !

●部会員を募集しております。●
対　象：協会に所属する企業の45歳以下の男女

年会費：１名につき年額12，000円

お問い合わせは事務局まで

☎０２３－６２４－５５６０



２５産 廃

事 務 局 だ よ り

平成27年度講習会日程

山形会場：大手門パルズ（山形市木の実町１２－３７）

定　員期　　日講習会の種類

１５０名平成２７年７月１５日（水）
産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）

収集運搬課程（更新）
【期間：１日】

１５０名平成２７年７月１６日（木）特別管理産業廃棄物管理責任者
【期間：１日】

１５０名平成２７年１１月２６日（木）
　　　　　～２７日（金）

産業廃棄物収集運搬課程（新規）
【期間：２日】

※　修了証が発行されるまでに約２週間かかりますので、許可期限の近い方は特にご注意く
ださい。
※　受付情報等の最新情報は
　　　協会ホームページ（http://www.yamagata-sanpai.or.jp）
　⇒　講習会（随時更新中）

広告掲載の募集

機関誌「産廃やまがた」の広告掲載を募集しております。　　　

貴社のＰＲ営業案内など、イメージアップにもご利用ください。

広告掲載は会員外の方でもご利用できます。　　　　　　　　　

「産廃やまがた」は、協会ホームページにも掲載しております。

お申込みは、協会事務局までご連絡ください。　　　　　　　　

　　　　　・広告掲載料金
Ａ４　カラー　全　面　５０，０００円　　１／２面　２５，０００円
Ａ４　白　黒　全　面　３０，０００円　　１／２面　１５，０００円



２６ 産 廃

講習会インターネット申込みについて

平成２６年度より、講習会の申込みがインターネット上で行えるようになりました。

これから講習会受講予定の方は、是非お試しください。

【メリット】
　・銀行窓口での振込み、申込書の投函などの必要がありません。
　　（※オンラインバンキングが可能な場合に限ります。）
　・電話で空き状況を確認する必要がありません。
　　（インターネット上で申込み可能ならすぐに仮申込みができます。）
　・いち早く、会場を確保することができます。

＜お申込みの流れ＞

写真ファイルの準備１

申込情報の入力
写真のアップロード、パスワード入力２

仮受付・お支払に必要な情報等　　　　　　　　メール受取３

受講料のお振込み　　　　　　　　　　振込期限：７日以内４

受講決定のお知らせ　　　　　　　　　　　　　メール受取５

マイページから受講票を印刷、開催当日持参６

革

革

革

革

革

詳細は、（公財）日本産業廃棄物処理振興センターのホームページ
　　　　　　　　　　　　　（http://www.jwnet.or.jp/）よりご確認ください。

※



２７産 廃

平成２６年度事業実施状況

内　　　　　　　　　　　　　　　容日月

協会　第１回三役会（協会事務所）３（木）

４

全産廃連　平成２６年度正会員事業研修（東京）４（金）

全産廃連　平成２６年度許可申請に係る講習会講師研修会（横浜市）　～１１日１０（木）

全産廃連　表彰選考委員会（全産廃連会議室）１１（金）

協会　表彰審査会（協会事務所）１５（火）

協会　第２回三役会（協会事務所）〃

第１０回北海道・東北地域協議会　会長会議（青森市）１７（木）

協会　産廃やまがた編集委員会（協会事務所）〃

青年部会　第４回役員会（緑町会館）〃

村山支部　第２回通常総会（ホテルメトロポリタン山形）２２（火）

青年部会　第２回通常総会・研修会（ホテルメトロポリタン山形）２５（金）

協会　監査（協会事務所）２８（月）

協会　第３回三役会（ホテルメトロポリタン山形）８（木）

５

協会　第５回理事会（ホテルメトロポリタン山形）〃

最上支部　第２回通常総会（新庄玉姫殿）１２（月）

置賜支部　第２回通常総会（はぎ苑）１４（水）

平成２６年度会員名簿発行１６（金）

機関誌「産廃やまがた」第５９号発刊〃

全産廃連　第１９回理事会（全産廃連会議室）２０（火）

山形県再生骨材協同組合通常総会（山形国際ホテル）２６（月）

庄内支部　第２回通常総会（グランドエル・サン）２７（火）

第５５回北海道･東北地域協議会（函館市）３（火）

６
協会　第２回通常総会（ホテルメトロポリタン山形）９（月）

やまがた環境展２０１４　第１回実行委員会（県庁）１１（水）

全産廃連　第４回定時総会（明治記念館）１３（金）

全産廃連青年部協議会　北海道・東北ブロック協議会　第１３回総会（秋田キャッスルホテル）４（金）７



２８ 産 廃

内　　　　　　　　　　　　　　　容日月

やまがた環境展２０１４　第２回実行委員会（県庁）１１（金）

７

協会　第４回三役会（山形国際ホテル）２５（金）

協会　第１回支部長会議（山形国際ホテル）〃

全産廃連青年部協議会　第１６回通常総会（東京）〃

山形県産業廃棄物不適正処理防止対策等連絡協議会（県警本部）２９（火）

全産廃連　平成２６年度第１回全国正会員事務局責任者会議（東京）１（金）

８

特別管理産業廃棄物管理責任者講習会（大手門パルズ）２１（木）

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物　収集運搬課程（更新）講習会（大手門パルズ）２２（金）

行政懇談会（あこや会館）２７（水）

北海道・東北地域協議会　第２３回事務局担当者会議（山形市）２８（木）

協会　適正処理推進研修会（ヒルズサンピア山形）３（水）

９

北海道・東北地域協議会　第１１回事務局長会議（盛岡市）１１（木）

青年部会　第５回役員会（緑町会館）〃

平成２６年度産業廃棄物処理実務者研修会（ヒルズサンピア山形）１８（木）

機関誌「産廃やまがた」第６０号発刊２６（金）

ごみゼロ推進功労者表彰審査会（県庁）３０（火）

全産廃連　平成２６年度第１回マニフェスト推進委員会（全産廃連会議室）１（水）

１０

トップセミナー（ヒルズサンピア山形）３（金）

第５６回北海道・東北地域協議会（秋田市）７（火）

やまがた環境展２０１４　第３回実行委員会（県庁）１５（水）

協会　第５回三役会（ホテルメトロポリタン山形）１６（木）

協会　第６回理事会（ホテルメトロポリタン山形）〃

やまがた環境展２０１４（山形国際交流プラザ）　～２６日２５（土）

やまがた環境展２０１４調整会議（山形国際ホテル）３１（金）

置賜支部　第１回研修会（ワトワセンター）　４（火）

１１
第１３回産業廃棄物と環境を考える全国大会（ホテルメトロポリタン盛岡ニューウィング）７（金）

置賜支部　視察研修（盛岡市）　～８日〃

村山支部　視察研修（大阪）　～１４日１３（木）



２９産 廃

内　　　　　　　　　　　　　　　容日月

庄内支部　視察研修（札幌市周辺）　～１５日１３（木）

１１

最上支部　研修会（新庄玉姫殿）１４（金）

第１１回北海道・東北地域協議会会長会議（山形市）１９（水）

全産廃連青年部協議会　第９回全国大会（名古屋市）　～２２日２１（金）

産業廃棄物　収集運搬課程（新規）講習会（大手門パルズ）　～２８日２７（木）

協会　第４回三役会（協会事務所）３（水）

１２

全産廃連青年部協議会　北海道・東北ブロック協議会平成２６年度第４回幹事会（ホテルメトロポリタン山形）５（金）

全国産業廃棄物連合会青年部協議会　第８回（通算９６回）幹事会（ホテルメトロポリタン山形）〃

全産廃連　平成２６年度第２回マニフェスト推進委員会（全産廃連会議室）９（火）

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物　処分課程（更新）講習会（大手門パルズ）　～１２日１１（木）

青年部会　第６回役員会（緑町会館）１９（金）

全産廃連　平成２６年度第３回マニフェスト推進委員会（全産廃連会議室）１３（火）

１

機関誌「産廃やまがた」第６１号発刊１５（木）

やまがた環境展２０１４第４回実行委員会（県庁）〃

全産廃連　新年賀詞交換会（明治記念館）１６（金）

協会　第７回三役会２３（金）

全産廃連　平成２６年度第２回全国正会員事務局責任者会議（東京）３０（金）

置賜支部　第２回研修会、新年会　（御殿守）３（火）

２

庄内支部　産廃処理業者・産廃排出事業者・不動産業者合同研修会（ホテルリッチ＆ガーデン酒田）〃

環境・循環型産業交流プラザ（ヒルズサンピア山形）５（木）

全産廃連青年部協議会　スプリングカンファレンス２０１５（那覇市）〃

不法投棄防止専門部会（山形国際ホテル）１３（金）

村山地域果樹剪定枝等循環利用協議会総会（村山総合支庁）１７（火）

ごみゼロやまがた推進県民会議総会、県民部会・産業部会（県庁）１８（水）

協会　第８回三役会（協会事務所）２５（水）

全産廃連　平成２６年度全国正会員会長・理事長会議（静岡市）２７（金）

協会　第７回理事会（緑町会館）６（金）
３

全産廃連　平成２７年度許可申請に関する講習会における事務取扱説明会（東京）９（月）



３０ 産 廃

協会ホームページ（会員専用）掲載情報（１月～４月）

掲載日分　類タ　　イ　　ト　　ル

４月２２日通知等
平成２７年度山形県リサイクル認定製品販売促進支援事業補助
金の募集について

４月２０日通知等
平成２７年度循環型産業施設整備補助金事業計画の２次募集に
ついて

４月２０日通知等
平成２７年度小型家電リサイクル施設・設備整備支援事業費補
助金事業計画の募集について

４月２０日通知等
平成２７年度３Ｒ研究開発事業費補助金に係る事業計画の第２
次募集について

４月１３日通知等安全衛生優良企業公表制度の開始のお知らせについて

４月９日通知等除染等業務における年少者の終了禁止措置の徹底について

４月６日全産廃連広報てき丸君News-第１３号（２０１５．４．６）

３月１６日通知等
平成２７年度第１四半期のセーフティネット保証５号の指定業
種について

３月１１日通知等
「産業廃棄物・特別管理産業廃棄物処分業許可申請の手引き」
の改訂について（通知）

３月１１日通知等
「産業廃棄物・特別管理産業廃棄物収集運搬業許可申請の手
引き」の改訂について（通知）

３月６日全産廃連広報てき丸君News-第１２号（２０１５．３．５）

３月４日通知等
平成２６年度リスク評価結果等に基づく労働者の健康障害防止
対策の徹底について

２月２６日通知等
フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律の周
知協力について

２月１８日通知等
平成２７年度３R研究開発事業費補助金に係る事業計画の募集
について

２月１６日通知等
平成２７年度循環型産業施設整備事業費補助金事業計画の募集
について

２月１３日通知等「働き方改革」に向けた取組に関する要請書

２月１０日全産廃連広報てき丸君News-第１１号（２０１５．２．１０）

１月３０日通知等
特定個人情報の適正な取扱いに関するガイドライン（事業者
編）について

１月３０日通知等
第１２次労働災害防止計画の目標達成に向けた労働災害対策の
推進について（協力要請）

１月９日全産廃連広報てき丸君News-第１０号（２０１５．１．８）

１月６日通知等個人情報保護法等の遵守について（周知依頼）

１月６日通知等社会保険の加入促進に係る協力について（周知依頼）



編集後記

　桜前線の便りが聞こえて参りますこの頃ですが、私の故郷最上地域は、残雪が残っており春

近しであります。我家も娘が巣立ち、次男は新中学生と日々変化を感じる新年度の始まりであ

ります。

　さて、今号は平成２７年度最初の号であり、今年度の行政機関における事業予定等がメインに

なります。今号が、皆様のお役に立てれば幸いです。

（㈱マルコウ環境　斎藤　健）　
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　約４５０本の梅が満開になる梅林園で、真室川音頭、ダンスパフォーマンス、民謡ショーなどのイベント、
ハヤ焼き、マラソン大会などが開催される。灯篭のライトアップも行われる。 北国の春を満喫する祭典。

真室川梅まつり

産 廃 ３１
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